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1 はじめに

我々は，アニメーション画像の特性に着目し，周波数
分解による符号化ではなく，形状情報による符号化方式
の検討を行っている．本稿では，符号化に際しての画像
の分類を見直し，1.画像平滑化手法による画像全体から
の均等色領域の抽出，次に 2．抽出された均等色領域に
おける元画像との差分情報の DCTによる符号化を提案
する．

2 画像平滑化手法による均等色領域抽出法の検討

2.1 従来手法の問題点

従来の方式 [1]では，アニメーション画像に，領域成
長法を直接用いるため，べた塗りのキャラクタ部分以外
でも，滑らかな色変化を含む背景領域を誤抽出するとい
う問題があった．
その結果起こる問題点として，1.誤抽出された領域は
一般に複雑な形状をしており，直線とスプライン曲線に
よる近似が難しく，データ量が増えること，2.DCTで
符号化するべき領域の定義が曖昧で，方式が統一されて
いないことが挙げられる．

2.2 提案手法

これらの問題を解決するために，我々は [3][4]を参考
に，画像全体を平滑化する Connected Operatorによる
前置処理を用いることを考案した．(図 1)

図 1 提案方式のフローチャート
以下，その概要を述べる．
画像の輝度値を閾値で判定し，いくつかのレベルに分

割する．それぞれの画素について近傍を調べ，レベルが
一致するものを連結する．連結した画素の集まりを層と
定義し，隣り合う層は必ず輝度値レベルの上下関係を持
つ．一番端になる層から，隣り合う層との大きさ，輝度
値の差を調べ，条件を満たさないものを消去する．これ
により，画像のエッジは保存されたままで，領域内の細
かい情報を消去することができる．べた塗り領域である
キャラクタ部は，この影響を受けない．

図 2 平滑化の処理結果
この結果に対し，領域成長法を用いることで，背景部

も，ある程度の大きさの領域として抽出が可能になり，
画像全体を均等色領域の集合として表現できる (図 3）．
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図 3 Connected Operatorによるフィルタの適用

3 差分情報のDCTによる符号化
3.1 提案手法
提案方式では，DCTで符号化する情報は，元画像と

先に作成した均等色領域の差分とする．
まず，差分を DCTで符号化することの妥当性につい

て述べる．領域内に着目すれば，1. 差分情報は大きな
エッジを含まずモスキートノイズの原因となりにくいこ
と，2.均等色領域として直流成分を別に保存しているた
めブロックノイズが現れくいこと，が挙げられる．従っ
て，差分は DCTで符号化してもノイズの原因になりに
くいといえる．
また，各マクロブロックは，トータルの符号化量の制

御を可能にするため，適応的に符号化するものとする．

3.2 結果

図 4 符号化MB数と誤
差の関係

図 4に，従来手法と提案
手法での，符号化前後の差
を示す．横軸は符号化マク
ロブロック数，縦軸は符号
化前後の差である．
従来手法では，線画，均
等色領域として抽出できな
かった領域を全て符号化マ
クロブロックとするため，
一点となる．誤検出した背
景領域の近似誤差により，
符号化誤差が大きい．
提案手法では，近似した領域上で，元画像との差分が
大きいマクロブロックから優先的に符号化を行っている．
符号化マクロブロック数が少ないうちは，主に背景部分
での差分が補われることがわかる．

4 まとめ
本稿では，高圧縮を目的に，画像全体を領域に分割し，
各輪郭を関数近似により表現するための前置処理につい
て述べた．また，色情報の単色近似により失われたテク
スチャ情報を補足するために，差分情報に DCT変換を
用いるという方式について考察した．
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